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去る１０月２８日（日）、今年も恒例のおやじの会を開催し、総勢２４名

のお父さま方に、作業をしていただきました。文化祭の展示会場でも披露

させていただきましたが、本当にプロの腕前で、風情のある素晴らしい木

製ベンチ＆テーブルを制作していただきました。今年はドリンクホール、持ち運び手形を彫り込む等

の工夫をされ一層グレードアップしました。

文化祭当日は、母親委員会の皆さまに豚汁づくりでお世話になりました。沢山の材料の見積もりや

買い出し、また、前日からの準備等ご苦労をいただき本当に有り難うございました。大変美味しく、

生徒・職員共に喜んでいただきました。心からお礼申し上げます。

校長

藤原 紀子

「作る中で生まれたものにもはっとする」、「ここで共に築いたものは

永遠に残る 僕らの心に」これらは、－

去る１１月１０日（土）の午前中、智頭農林高校の文化祭に参加させ

ていただいた時、智頭農林高校の学校生活や活動の様子が数枚の写真で

綴られて（掲示されて）いて、それぞれの写真に表記されていたメッセ

ージの内の２つです。写真と共に心に残る言葉でした。物作りや作物生

産の、普遍の価値観であると思い、感銘を受けました。

一方、智頭中学校３年生も、総合的な学習で、「智頭は今日も元気で

す」手作りカレンダーを一年かけて作成し、この度、神戸三宮で行き交

う人々に智頭をアピールしながら配布してきました。智頭の美しい自然

を中心に彩り鮮やかにまとめられたカレンダーは、手に取り、めくってみれば、智頭愛が放出さ

れるかのようです。

智頭町は林業で栄え、農業で豊かな自然の恵みを受け生活し、発展してきた町です。人口流出

で過疎化が進む中で、多くの人々が、智頭の子ども達が、智頭町を愛し誇りに思い、その未来を

担う若者に育ってくれることを願っています。

先日、八頭郡中学校全教職員が２年に一度行う全体研修会で一同に会し、「地域創生に向けた学

校の果たすべき役割」という演題の講演を聴きました。「学校があって地域があるのではなく、地

域があって学校がある」ということ。公教育を行う者として、私たちは今一度、この考えを再確

認し、教職員自身が自分の勤務する学校の地域を知り、地域の人たちの願いを理解した上で教育

を行わなければならないということを深く胸に刻みました。

将来を担う若者が、どこにあってもふるさとを愛し、誇りに思い、地域に貢献する人材に育っ

ていくためには、地元の小・中学校９年間を、さらには、高校３年間を、地域の中でどのように

過ごすか、学校でどのように学ぶかが重要な鍵を握るかと思います。智頭農林高校の生徒作品を

拝見し「地域創生に向けた学校の果たすべき役割」を強く心に期したそんな一日でした。



去る１１月３日（土）文化の日に、「実 ～一人一人が夢を実現し、

新たな伝説を創り出せ～」の生徒会スローガンのもと、智頭中学校文

化祭を開催しました。日頃の学習や文化的な活動の成果を発表する場

として、展示・ステージ発表共に充実した文化祭であったと思います。

展示会場の展示作品には、生徒の感性、制作の工夫、作品への思い

が表れており、また、理科の自由研究にはその研究の成果が十分に表

されていました。茶華道部による茶席も日本文化の継承という意味で

意義深いものでした。

午前中のステージ発表では、毎日の授業や校外での体験学習、ワー

クショップ、部活動等で研究や練習を重ねたその取り組みの成果が発

表され、互いに考えを深め、共感するステージ発表となりました。

午後の合唱コンクールは、どの学級もこの日のために、工夫を重ね

て一生懸命に練習してきただけに、白熱したコンクールとなりました。

どのクラスも、クラス全員が一体とな

って、練習の成果を出し切ろうと必死に歌う姿が、今年も大きな感

動を喚びました。素晴らしいハーモニーで歌い切った３年２組、そ

して、それに勝るとも劣らない表現力で歌った３年１組。３年生と

しての歌声を今年も後輩達に残してくれました。

全校合唱は、全校生徒が「大切な人」に語りかけるように歌い、

曲に込められたメッセージをよく表現した大合唱でした。

生徒の皆さん、思い出に残る文化祭、感動をありがとう！ ＜グランプリ ３年２組合唱＞

＜グランプリ・最優秀指揮者賞・最優秀伴奏者賞、ダジャレコンテスト最優秀賞＞

グランプリ ３年２組

ダジャレコンテスト 最優秀賞 ３年１組 「ベンツにのって便通が良くなった」

最優秀指揮者賞 ３年１組 寺部 洸くん 最優秀伴奏者賞 ３年２組 平井 彩葉さん

１０月１８日（木）、絶好のカレンダー配布日和となり、３年生は、神戸三宮センター街で、手作

りのカレンダーを配布してきました。巻頭言でも触れましたが、智頭町の自然を中心に、彩鮮やかに

表現したカレンダーです。ご存じの通り、この学習は、智頭町百人委員会・企画課との連携で総合的

な学習の一環として行っている取り組みです。智頭町の活性化のために何ができるかを考案し、一年

かけて作成した智頭愛溢れるカレンダーを、神戸の人々に届けた CKGKを大成功させた一日でした。
見知らぬ人へ声をかけ、この事業のいきさつを説明したり、智頭の良さをアピールしたりして、大奮

闘の末、予定していた一千部すべてを配布することができました。

文化祭で、実行委員の人が代表でこの CKGK の発表をしました。非常に上手に構成されており、
カレンダー作りの経緯とカレンダーに込められた意味・智頭愛を寸劇を織り込みながら伝えました。

CKGK、発想が楽しく、イラストや言葉も中学生らしく親しみがわき、文化祭を参観された敬愛高校
の先生がこの発表をすごく褒めておられました。

＜作業風景＞ ＜これは私たちが・・＞ ＜Excuse me ? ..＞ ＜記念撮影はいパチリ＞



去る１０月１６日（火）、絶好の駅伝日和とも言える秋空の

もと、コカ・コーラボトラーズジャパンスポーツパークで、

鳥取県中学校駅伝競走大会が開催されました。

夏から秋にかけて、たくさんの災害に見舞われ、各大会で

開催が危惧されましたが、この日だけは天が味方し何の心配

もなく、大会の全日程を無事終了することができました。

智頭中学校男子駅伝チームは、優勝を目標に、全校生徒、

職員、保護者の皆さんの熱い思いを背に、１１人が思いを一

つにたすきをつなぎ、一時は３位に上がり、目標に迫る勢いで走路をひたむきに走りました。県大会

第５位は本当に素晴らしい成績でした。

タイムトライアル、駅伝と、大舞台で、プレッシャーをはねのけ、堂々と走りぬく姿、サポートの

生徒の応援する姿に一人一人の生徒の成長を感じ、思わず胸に熱いものがこみ上げてきました。つら

いこと嬉しいことを共にし、惜しくも参加できなかった女子の分まで頑張ろうと１１人で勝ち取った

県大会第５位、力の限りを出し尽くした快走・粘走であったと思います。男女共に来年へとたすきを

繋いでくれました。そのたゆみない努力に大きな拍手を送りたいと思います。。

１区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 タイムトライアル

山本 琉楓 大呂 青葉 岸本 怜緒 小林 想 萩原 佑太 加賀田 理元 草刈 純誠 萩原 康太

去る１０月１３日（土）、智頭中学校リーダー研修会を開催しました。生

徒会長のあいさつ、学校長の話と続き、そのあと、各専門委員長が、担当の

教員に各自が立てた後期専門委員会の目標や具体策を見てもらい、アドバイ

スを受けて決定するという流れで午前中の前半の日程をとり行いました。

まず、学校長が、リーダーに望むことや学校づくりについて話をし、参加

者にその理解を促します。その後は、最初にアイスブレーキングから入りま

す。楽しい中にも、得た情報をつなきあわせ対話をしなければ解けないゲームが用意してあり、話し

合いの活性化が図られます。

専門委員会の目標が担当教員と話し合われたあと、文化祭で全校で取り組むことについての話し合

いが行われました。各グループで話し合った案を全体で精査し、どの案を採用するのがよいかが話し

合われます。良い雰囲気で話し合いが進行してとても良かったと思います。文化祭で好評を博したダ

ジャレコンテスト、折り鶴作成等はこの時に発案されたものだったのです。昼食は、もんじゃ焼きと

クレープを手作りし、楽しい交流のひと時を過ごしました。

独創性と個性のある２年生の良さを生かして、これから一年間の生徒会

活動を盛り上げていって下さい。智頭中にまた、生徒自らの手で新たな伝

説を創り出していってくれることを期待します。参加者全員がお互いの良

かったところを伝え合い、リーダー研修を成功裡に終えました。新執行部

のこれから一年間の活躍を祈念します。



東部地区秋季大会は、新チームで戦う最初の大きな大会です。各会場での、智頭中生徒のさわやか

な試合態度とフェアプレイ、チーム一丸となって戦う姿は、見ていて清々しいものがありました。先

輩たちの意思を受け継ぎ、精一杯戦った東部地区大会でした。ソフトテニス部は一つずつ着実に勝ち

上がり、決勝戦は逆転に次ぐ逆転で接戦を制し、見事に東部地区団体戦優勝を成し遂げました。バレ

ーボール部は男・女が県大会に出場し、男女共、県大会３位という成績を収め、また、卓球部の団体

戦も冷静に応戦し善戦しました。毎日のひたむきな練習態度が実を結び本当に良かったと思います。

○ 11/17（土）、人権教育参観日及び PTA 研修会を開催します。人権問題について子どもと共通の話
題を作っていただく良い機会となると思います。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

○ 11/19（月）午後７時より、智頭町総合センター大集会室で、岡山県在住の竹内昌彦氏の「私の歩
んだ道～見えないから見えたもの～」の講演会が開催されます。チラシが各家庭に配布されている

と思います。ご参加を推薦します。

○２学期期末懇談会の案内を本日配布しました。申込み表を期日までに提出して下さい。

○学校評価保護者アンケートを 11/21日に（水）に配布する予定です。ご協力をお願い致します。

１１月・１２月・１月の主 な 行 事 予 定
【１１月】

１４日（水）性教育講演会（１年・２年） ５日（水）総合的な学習百人委員会への提言（２年）

１５日（木）教育相談 メディアコントロールウイーク～１１/２１日 ６日（木）２年実力テスト

１６日（金）教育相談 学校公開日 ８日（土）１年親子会（午前）

１７日（土）学校公開日 人権教育公開授業 １１日（火）学校保健委員会 15:00～
給食試食会 PTA研修会 PTA理事会 １３日（木）・１４日（金）PTA期末懇談会

１９日（月）振替休業日 １年実力テスト

２０日（火）３年 PTA進路研修会 １７日（月）第３回生徒会 day
２２日(木）期末テスト（１日目）給食無し １８日（火）総合的な学習百人委員会への報告（３年）

２６日（月）期末テスト（２日目） ２１日（金）終業式 （給食無し）

第２回生徒会 day
【１２月】 【１月】

３日（月）３年実力テスト ７日（月）始業式 休み明けテスト・実力テスト

４日（火） 個別指導～５日（水） １５日（火）・１６日（水）３年進路懇談会

○東部地区中学校秋季大会（１０月５日・６日） ○鳥取県中学校駅伝競走大会（１０月１６日）
ソフトテニス 団体戦 優勝 男子 第５位 ５８分４６秒

個人戦 第２位 木村・谷口愛ペア ○鳥取県中学校ソフトテニス強化研修会
第３位 綾木・今倉ペア 団体戦 第３位（１０月７日）

ベスト１６ 谷口楓・小坂ペア （中国地区中学生ソフトテニスインドア大会出場権獲得）

男子バレーボール 第３位 ○鳥取県民スポーツレクリエーション祭（１０月２７日）
女子バレーボール 第４位 男子バレーボール 第３位

女子バレーボール 第３位

○全国中学生創造ものづくり教育フェア生徒作品コンクール鳥取県大会（９月２７日）
最優秀賞 安住 健琉 熊谷 駿介

優秀賞 國岡 まりな 和田 侑里香 東地 美咲

○八頭郡中学校文化発表会 （１０月１２日） ○鳥取県中学校優勝弁論大会（１１月１３日）
弁論の部 優秀賞 西尾 真由 敢闘賞 安住 健琉

○「社会を明るくする運動」作文コンテスト （１０月１５日）
優秀賞 草刈 純誠 野村 眞那

○「社会を明るくする運動」鳥取県推進員会作文コンテスト （１１月８日）
優秀賞（BBS会長賞） 草刈 純誠

○中国・四国地区中学校技術・家庭科生徒作品展 （１１月１日）
優秀賞 安住 健琉


